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第１ 目的  

この要領は、河川の氾濫などで農地へ流入した土砂の除去を行うことにより、被

災された方々が一日も早く農地を復旧し、営農再開ができるようにすることを目的

とする。  

第２ 定義  

非常災害の特例となる軽微な土砂搬入とは、非常災害の場合に限り、自治会や営

農組織、または農地被災者が応急対策や復旧のために一時的に耕作放棄地への土砂

の搬入を行うものであって、次に掲げる要件のすべてを満たしているものをいう。  

⑴  土砂の搬入を行う農地面積が１，０００平方メートル以下であること。  

⑵  土砂の搬入に要する期間が３か月以内であること。  

⑶  水田を囲んでいる畦畔を超えない高さの範囲内で土砂の搬入を行うこと。  

第３ 土砂搬入に係る手続き  

１ 土砂搬入届出  

土砂の搬入を行おうとする者（以下「届出者」という。）は、事前に非常災害

の特例となる軽微な土砂搬入届出書（様式第１号）に、次に掲げる書類を添え

て農業委員会へ提出するものとする。  

⑴  土地の位置図  

⑵  土地所有者の同意書（届出者と同一人物の場合は不要）  

⑶  その他会長が必要とする書類  

 ２ 土砂搬入完了報告  

   土砂の搬入が完了したときは、速やかに土砂搬入完了報告書（様式第２号）

に、完了写真を添えて農業委員会へ提出するものとする。  

第４ 順守要件  

届出に際しては、次の要件のすべてを順守しなければならない。  

⑴  廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第２条に  

規定する一般廃棄物または産業廃棄物による農地の埋立でないこと。  

⑵  農地として再利用できる土砂のみ搬入し、周辺農地に影響を及ぼさないこと。 

⑶  農業委員会が土砂の搬入に係る違反を発見し、是正指導を行う場合は、届出  

 者は速やかにその指導に従うこと。  

 

附 則  

この要領は、令和８年１０月１日から施行する。  


